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I. はじめに

神奈川県立生命の星 ・地球博物館は、 1995（平成 7）年

3月20日の開館以来、“聞かれた博物館”として様々な活

動を展開している。館内は広く 、エレベータやエスカ レ

ー夕、 障害者用 トイレ等が設備されていることから障害

を持った方にも安心して利用していただいている。

国連決議により 1981（昭和56）年を「国際障害者年」

とし、 「完全参加と平等」が目標に掲げられ、障害者の

社会への参加、関心度が高められた。この年を契機に公

共施設等では、段差をなくしてスロープにし、エレベー

夕、リフト、 手すり を設置したり 、また障害者用 トイレ

や専用駐車スペースを確保するなどの整備を進めてきた。

博物館園の場合もハード面ではかなり改善され、最近

開館した館園では少なからずその対策がと られている。

現在、リニューアルを予定している館園でも、障害者用

設備を併せて計画している所が多い。しかし、ハード面

の整備に比べ、ソフト面では全体的にその対応が遅れて

いる観がある。とくに視覚障害者の利用にあたっては、

各々の館園で検討され、様々に試みられてはいるものの

充分とは言い難い。それは、博物館の場合には、“もの”

を対象とし、必然的に視覚をとおしての展示やそれを補

完する映像表現が多くなるために、視覚障害者には大き

な障壁が存在することに起因すると思われる。

一般に “手を触れてはいけない、写真撮影も禁止”と

いう博物館が多いなかで、神奈川県立生命の星 ・地球博

物館の展示は、できる限り来館者に近づけ、触れること

のできる展示物もある。また、音声ガイド等も用意した

ことから視覚障害者の利用も多い。しかし、後述するよ

うに、いくつかの改善を要する箇所も残されている。

以上のような状況から、「目の不自由な人のための優

しい博物館とはjそのありようについて、アンケート調

査や研究を進めた結果を報告する。

あわせて、アンケート調査と並行して実施した全国の

博物館園への現地訪問調査の事例や、当館で開催した視

覚障害者との座談会(1997.7. 31）、および視覚障害者が当

館を利用した際に寄せられた意見や要望等をも紹介する。

この報告が、神奈川県立生命の星 －地球博物館の対策

を検討するだけのものではなく、その方策を今後計画さ

れる館園の一助になれば幸いである。

なお、本調査は「博物館における視覚障害者のための

展示、学習支援活動および学習教材の開発等に関する実

態調査とその研究」という課題で、平成9年度笹川｜科学

研究助成を受け、研究の一環として実施したものである。

JI .調査・研究の目的

前述のように、当館は展示の一部に触れられ、音声ガ

イド等も用意して視覚障害者にも理解しやすいよう努力

した。しかし、一層利用しやすい博物館を目指すために

は、視覚障害者への対応やその利用方法等について、博

物館園の実情を把握する必要があり、全国規模でのアン

ケート調査を行う ことにした。

なお、視覚障害者には出生時またはごく幼少の頃から

目の不自由な方と中途で失明した方、また全盲の方と弱

視の方が存在し、 それぞれの対応には方策の違いを生ず

る。が、ここでは同様に扱うこと とし、 個々に対策をた

てなければならない時のみ対象を記載することにする。

また、本来「障害者」「健常者」というように分けて

考えるべきではなく 、「障害者に配慮する」ことは「す

べての人に配慮されたもの」（ユニバーサルの思考）で

ある。しかし、その対策を検討していくために、ここで

はあえて、「視覚障害者のために」という限定的な表現

や用語を使用する。
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ill.調査方法

現在、日本には多種多様な博物館があり、その数は、

『平成8年度文部省社会教育調査速報』によると、登録

博物館及び博物館相当施設は986館、博物館類似施設は3,
522館を数え、両方を合わせると4,500館を超える。
そこで、総合博物館も含めて全国科学博物館協会加盟

館園（自然系と記す） 233館園と、全国の国公立の主な
人文系博物館園 （人文系と記す） 181館園を対象に、『博
物館における視覚障害者への対応についてjのアンケー

ト調査 （図1）を、 1997（平成9）年4月末から 6月に
かけて実施した。このうち自然系182館園と人文系156館
園から回答が得られた（表1-1）。その館種別の内訳

は、表1 2に掲げる通りである。

ν．調査結果
1.各館園の視覚障害者への対応の現状

( 1) 誘導について

まず、アンケート調査項目の「誘導用ブロック設置状

況」について、「最寄り駅からjあるいは「展示室内に」

設置されている館園は全体的に少なく、［駐車場から」

でも全体のわずか14%である（表2）。

誘導用ブロックには、「進めjの意味を示す線状のも

の （誘導ブロック）と、「止まれ」または 「何らかの意

味をもった場所」すなわち“ここです”という意味を示

す一例えば、案内板のある場所、階段の始めと終わり、

横断歩道の入り口、エレベータの場所を知らせる、など

点状のもの（警告ブロック）の2種類がある。それは

原則として黄色に着色されている。

名古屋市博物館は、駐車場から玄関にかけて黄色の誘

導用ブロックが敷かれ、スロープも設置されている（図

2）。四日市市立博物館の玄関マットは、弱視の方のた

めにも考慮された特製の濃い黄色のものが用いられてお

り（図3）、いずれも分りやすいよう配慮されている。

博物館施設ではないが、誘導面等において障害者をよ

く考慮した例として、大阪府堺市大泉緑地内のセンサリ

ー・ガーデン「ふれあいの庭」と大阪府りんくう公園を

表2. 「点字ブ。ロック設置状況」

あ る な
最

表 1-1.アンケー卜実施館圏数

通知数 回答数 回答率 （%）

自然、系 2 3 3 1 8 2 7 8. 1 

人文系 1 8 1 1 5 6 8 6. 2 

全 体 4 1 4 3 3 8 8 1. 6 

表1-2.館種別内訳

館街lj通知数 回答数 回答率 （%）

自 総合 5 6 4 1 7 3. 2 
然
系 自然史 5 5 4 1 7 4. 5 
r、、
科 科学館 9 7 8 0 8 2. 5 
博
協 動物園 9 7 7 7. 8 
加
盟 植物園 5 2 4 0. 0 
自官
＼ーノ 水族館 1 1 1 1 1 0 0. 0 

複合 1 0 4 8 9 8 5. 6 
人
文 郷土館 4 7 4 1 8 7. 2 
系
歴史館 3 0 2 6 8 6. 7 

紹介してみよう。

「ふれあいの庭Jには、誘導用ブロック及び手すりが
設けられている。それを頼りに行くと触知板と音声ガイ

ドが設置されていて、触知板には圏内案内図と墨字およ

び点字の説明が施されている。車イスからでも触れられ

るように花壇が高く造られ、花壇の下は車イスのタイヤ

が引っ掛からないように凹ませである（図4）。花壇に

は、香りの良い草花や食用となる植物が植えられている。

また、水の落ちる音（水琴窟）や風の音にも耳が傾けら

れるような場もある。

＊以下、 （ 〉内は割合を示す

い 検討中 その他 不明

寄 自然系 13 ( 7. 1%) 160 (87. 9%) 2 6 
り
駅 人文系 10 ( 6. 4%) 135 (86. 5%) 2 2 7 
か
り 全体 23 ( 6. 8%) 295 (87. 3%) 3 4 1 3 

駐 自然系 24 Cl3. 2%) 145 (79. 7%) 2 5 6 
車
場 人文系 24 Cl5. 4%) 122 (78. 2%) 2 3 5 
か
り 全体 48 Cl4. 2%) 267 (79. 0%) 4 8 1 1 

展 自然系 13 ( 7. 1%) 157 (86.3%) 4 3 5 
刀て

室 人文系 5 ( 3. 2%) 144 (92. 3%) 4 。 3 
内
全体 18 ( 5. 3%) 301 (89. 1%) 8 3 8 
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「博物館における視覚障害者への対応についてJアンケー卜調査のお願い

神奈川県立生命の星 ・地球博物館

お忙しいなか誠に申し訳ございませんが、 0印またはご記入いただきたくよろしくお願い申しあげますc

貴館園名

連絡先の電話番号 記入者の所属 ・氏名

誘導について

I .誘導ブロックが設置されていますか

I -1 最寄り駅から ア．ある イなL、 ウ．検討中 コニ その他 （

I -2.駐車場から ア．ある イ．なし、 ウ．検討中 コニ その他 （

I 3.展示室内に ア．ある イない ウー検討中 コ二 その他（

II -1.館内の誘導はどのように対応されていらっしゃいますか

アー職員が行っている イ．案内員等が行っている ウーとくにしていない

エ．誘導のためのボランティアがいる オ連絡があった時のみ行っている

カ．その他 （

展示物 ・展示補完教材について

ill-1.基本的には展示物に触れられる

アはい イ．いいえ ウ．その他 （

ill 2 触れる展示コーナーがある

アはい イーいいえ ウ検討中 エ．その他 〔

ill 3 利用の申し出があれば、触れられる物を用意する

ア．はい イ．難しい ウ検討中 エ．その他 （

ill-4.展示室内に点字解説ノぞネルが設置されている

アはい イーいいえ ウ検討中 エその他 （

ill 5 展示室内に音声ガイド用の配線がされている（機器のみの貸し出し 1

アはい イーいいえ ウ．検討中 エ．その他 （

ill 6.展示解説用の音声テープが用意されている （機器とテープの貸し出し）

アはい イ．いいえ ウー検討中 エ．その他 （

ill 7 点字の展示解説書が用意されている

アはい イ．いいえ ウ検討中 エ その他 （

ill 8.点字の簡単な概要パンフレ ッ卜が用意されている

アはい イ．いいえ ウ検討中 ユ二 その他 （

ill-9目点字のワークシー卜が用意されている

ア．はい イいいえ ウ．検討中 コニ その他 （

図1.アンケー卜用紙
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学習活動について

町一 1.視覚障害者向けに学習活動を企画・実施している

ア．はい イ．いいえ ウ検討中 エー過去に実施したことがある

オ．その他（

「ア．はしリ 「エ．過去に実施したことがある」と答えられた館園にうかがいます

IV-1 －① どのような内容ですか（複数可〉

ア展示解説 イ講座 ウー体験（実習）学習

エ．野外観察会 オ．その他（

町一l ②参加のよびかけは

ア．学校・団体を通じて イ 館から直接 ウ．新聞・広報誌等に

エ．その他（

IV-1 ③ 実施時期はいつ頃て、すか

町一1－④実施予算は

ア．ついている（年額およそ 千円〉

ウ 特別予算を組んだ

学習教材について

年 月頃 回位

イ．ついていない

エその他（

v 1 視覚障害者向けに学習教材が用意しでありますか
アはい イ．いいえ ウ検討中 エーその他（

「ア はい」と答えられた館園にうかがいます

v 1 ① どのようなものですか
ア実物標本（具体的に

イ．複製標本（具体的に

ウ．模型 （具体的に

エその他 （具体的に

その他

VI. 利用や学習活動の際に考慮されている点があれば列挙してください

ご協力ありがとう ζざいました。6月10日までに同封の封筒にてご回答いただきたくよろしく

お原郎、申しあげます。なお、この調査は、平成9年度笹川科学研究助成を受けて行うものですこ

この件に関する問い合わせは、神奈川県立生命の星・地球博物館 奥野花代子

TEL 0 4 6 5 2 1 -1 5 1 5 FAX 0 4 6 5 -2 3 8 8 4 6 

（アンケート用紙続き）
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図2 名古屋市博物館の誘導用ブロックとスロ ー プ

図3. 四日市市立博物館の玄関マγト

りんくう公園のシンボル緑地南ゾー ンには、 通路に一

本の細い半円のアルミ製パイプが埋め込まれ、 視覚障害

者の誘導機能をはたしてい る。 三本のパイプで区切られ

た所には、 解説板や音声ガイドなどの仕誰けがある（図

5）。 また、 手すりの裏側、 握った時にちょうど指が触

れる部分に点字の案内があるなど（図6）、 細かな配慮

がなされている。 い ずれも障害者だけではなく、 誰もが

楽しめるように工夫され、 広 い 範囲の五感が使えるよう

にできている。

次に項目Eの「館内の誘導の仕方」は、 全体の75%の

館園で、 職員をはじめ案内員が対応している（表3）。

前項の誘導用ブロックの設置が全体的に少ないことを考

え合わせると、 各館園では
“
人対応

”
を重視していると

思われる。 とくに、 解説員 案内員等を採用してい る科

学館を含む自然系博物館園では、 案内員とともにボラン

テイアによる誘導もみられる。 人文系博物館園では、 自

然系に比べて案内員等による誘導は少ないが、 半数近く

図5. りんくう公園のシンボル緑地の誘導機能

図6. 点字案内のある手すり（りんくう公園）

図7. 神奈川県立生命の星 地球博物館の触れる展示

の館園で連絡があれば対応できる態勢がとられている。

( 2) 展示・展示物について

項目田の「触れられる展示物」については、 科学館を

含む自然系博物館園では、 当県立生命の星 ・ 地球博物館

を含む35%の館園で基本的に触れることができ（表4,

m-1， 図7)、 半数以上の館園には触れる展示コ ー ナ

ーがある（表4, III-2）。

資料の性格上、 基本的に展示物に触れることが不可能

な人文系あるいは自然系博物館園の中には、 別途体験で

きるコ ー ナ ーを設けたり、 群馬県立自然、史博物館のよう

に、 展示の流れのなかで触れることのできる資料を明示

している例もある（図8 ）。 北海道開拓記念館（図 9)

や岩手県立博物館（図10）などには体験学習室が設置さ

れ、 生活用具や伝統遊具、 鎧や兜などが備えられ、 い ろ

いろな対象を選択できるようになっている。

また、 半数近くの館園から「申し出があれば触れられ
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表3.館内の誘導の仕方は （複数回答あり）

職 員 案 内 員 な し 誘導お 連 絡 時 その他

自然系 32 Cl7. 6%) 26 Cl4. 3%) 46 (25. 3%) 3 82 (45. 1%) 7 

人文系 25 06. 0%) 12 ( 7. 7%) 40 (25. 6%) 74 (47. 4%) 5 

全体 57 06. 9%) 38 Cll. 2%) 86 (25. 4%) 4 156 (46. 2%) 1 2 

表4.展示について

111-1.基本的に展示物に触れる

lま し、 し、 し、 え

自然系 64 (35. 2%) 101 (55. 5%) 

人文系 13 ( 8. 3%) 128 (82. 1%) 

全体 77 (22.8%) 229 (67.8%) 

Ill-2.触れる展示コーナーがある

は し、 え

自然系 97 (53. 3%) 67 (36. 8%) 

人文系 54 (34.6%) 86 (55. 1%) 

全体 151 (44. 7%) 153 (45.3%) 

111-3.申し出があれば、触れる物を用意する

は し、 難 し し、

自然系 72 (39. 6%) 62 (33.5%) 

人文系 72 (46. 2%) 57 (36. 5%) 

全体 144 (42. 6%) 119 (35. 2%) 

図8 群馬県立自然史博物館の触れる展示物

る物を用意するjとの回答があり （表4, ill 3）、各

館園の準備体制が整いつつあるようにみえる。

全国の博物館園の中でも視覚障害者のための展示室を

設け、テーマ展示を企画、実施している館と して前出の

名古屋市博物館がある。筆者が訪ねた時には「和装本の

かたち」というテーマで展示が構成され、点字の小解説

その他 不 明

1 6 

1 3 2 

2 9 3 

検討中 その他 不明

4 7 7 

5 5 6 

9 1 2 1 3 

検討中 その他 不 明

1 8 1 0 2 0 

1 7 7 3 

3 5 1 7 2 3 

書と音声ガイドが用意されていた。それまでは「仏像」

の展示が催されていたとのことである。ただ、この視覚

障害者のための展示を行っている 「触れてみる学習室」

が、 一般来館者でも気づきにくい階下に設けられている

ことに工夫すべき点が残ると感じた。

また、箕面昆虫館でも、視覚障害者に対応した展示を
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図10.岩手県立博物館の体験学習室

図11.手すりや点字板が設置された箕面昆虫館の展示室

図12.福島県大熊町民俗伝承館の民家の内部

積極的に行っている。展示室壁面には手すりや点字板が

設置され （図11）、触覚、嘆覚、聴覚を使う様々な展示

が工夫されている。弱視の方に配慮した例として、標本

が鎖でつながり、目の近くまで、持ってきて見ることがで

きる展示もある。そして、チョウが飛び交う様が体感で

きる放煤温室が隣接している。

展示効果をさらに高めるものとして、展示室における

音響がある。地底の森ミュージアム－仙台市富沢遺跡保

存館では、展示室の周りに木製のパイプ型スピーカーが

内蔵され、環境音楽が静かに流され、太古へ吸い込まれ

ていくような演出カ宝なされている。

また、福島県大熊町の図書館内にある民俗伝承館は、

館内に古民家が移築（図12）され、その部屋の中には生

活用具のほか30数台のスピーカーが内蔵されている。 1

年の生活の様子が月ごとの話題別に用意され（図13）、

部屋の中にいると、地元の生活の中の会話が周囲の状況

とともにごく自然に伝わってくる。それは、雨や風、 雷

図13.福島県大熊町民俗伝承館の月別の話題の掲示

図14.いわき市石炭化石館の点字による解説

図15.「ふれあいの庭」で用いられている解説表示

などの自然、の音のほか、 戸を開閉する音、下駄の音が遠

くから近くへ、藁束を投げる音など巧みに表現され、い

つの聞にか生活の中に溶け込んでしまう感じを受ける。

“もの”中心の視覚 －触覚展示に加え、上記のような

音響を付加した展示はさらなる効果をあげる。

( 3) 展示補完教材について

「点字解説パネルの設置」状況は、自然系では仙台市

こども宇宙館、いわき市石炭 ・化石館 （図14）、群馬県

立自然史博物館、埼玉県立自然史博物館、富山市科学文

化センタ一、 きしわだ自然資料館、和歌山県立自然博物

館、倉敷市立自然史博物館の8館で、 人文系では千葉県

立房総風土記の丘、東京都江戸東京博物館、栗東歴史民

俗博物館の3館と少ない（表5,III 4）。

ところで、前記のセンサリー ・ガーデン「ふれあいの

庭」で用いられている解説表示は、屋根型（図15）にし

て、表側は墨字で、裏側に点字で解説を施し、しかも点
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表5.展示補完教材について

点 は L、
子F」『

E 解 自然系 8 ( 4. 4%) 
説
4 ノ＼。 人文系 3 ( 1. 9%) 
不
jレ全体 11 ( 3. 3%) 

ご目台二 自然系 9 ( 4. 9%) 
E 声
ガ λ文系 4 ( 2. 6%) 
5 イ
全体 13 ( 3. 8%) 
-' 

コ日主 自然系 18 ( 9. 9%) 
E 声
ア 人文系 3 ( l. 9%) 
6 
プ 全体 21 ( 6. 2%) 

占 自然系 5 ( 2. 7%) 
E 字
自率 人文系 2 ( l. 3%) 
7 説
書 全体 7 ( 2. 1%) 

概 自然系 6 ( 3. 3%) 
E 要
F、ミ 人文系 7 ( 4. 5%) 
8 ン
フ 全体 13 ( 3. 8%) 

占 自然系 0 ( 0. 0%) 
E 字
、ノ 人文系 0 ( 0. 0%) 
9 
卜 全体 0 ( 0.0%) 

字は下側から始まり 、上に向かつて読む形式になってい

る。この配置は手を無理に曲げなくてすみ、読みやすい

とのことであり、目立たぬ所に視覚障害者への配慮がな

された一例である。今後、博物館園での点字による展示

解説表示等の参考例になる可能性があろう。

次に「展示室内に音声ガイド用の配線がされている」の

は、自然系では、 日本金属学会附属博物館、東金文化会

館の東金こども科学館、労働省産業安全研究所の附属産

業安全技術館、川崎市青少年科学館、富山県立山博物館、

神戸市立王子動物園の動物科学館、津山科学教育博物館、

愛媛県立博物館、沖縄県立博物館の9館、人文系では、

大宮市立博物館、国立歴史民俗博物館、東京都江戸東京

博物館、半田市立博物館の4館である（表5,III-5）。

そして、「展示解説用テープが常備されているj館園は、

自然系が18館園あるのに対し、人文系は北海道開拓記念
館、東京都江戸東京博物館、 諏訪市博物館の3館と少な

い（表5，皿－6）。

「点字の解説書が用意されている」のは、自然系では

5館で、ミュージアムパーク茨城県自然博物館「見学の

しおりJ、埼玉県立自然史博物館の『観覧のしおりJ、千
葉県立中央博物館の「見学のしお り』、神奈川県立青少

年センターの 『科学展示のしお りJと和歌山県立自然博

し、 し、 え 検討中 その他 不明

164 (90. 1%) 6 4 。
148 (94. 9%) 3 

312 (92.3%) 9 5 

161 (88. 5%) 5 5 2 

143 (91. 7%) 4 4 

304 (89. 9%) 9 9 3 

155 (85.2%) 2 7 。
142 (91. 0%) 4 6 

297 (87.9%) 6 1 3 

175 (96.2%) 。
150 (96.2%) 2 

325 (96.2%) 2 2 2 

174 (95.6%) 2 。。
145 (92.9%) 2 

319 (94.4%) 3 2 

179 (98. 4%) 3 。。
156 (100. 0%) 。。。
335 (99.1%) 。。
物館の［点字解説書』である。人文系では2館で、北海

道開拓記念館「常設展示の解説』と東京都江戸東京博物

館の「見学のしおり』である（表5，皿－7)。

「点字の簡単な概要パンフレットが準備されている」

のは、自然系では、千葉県立現代産業館、きしわだ自然

資料館、広島市こども文化科学館、広島市健康づくりセ

ンター健康科学館、広島市江波山気象館、沖縄県立博物

館の6館である。人文系では、 北海道開拓記念館、東京

都江戸東京博物館、杉並区立郷土博物館、横浜市歴史博

物館、川崎市立日本民家園、舞鶴市立赤れんが博物館、

国立民族学博物館の 7館である（表5,III-8）。

「点字のワークシートを用意しているj館園は、今回

のアンケート調査の回答中には全くなく、自然系の3館

園で検討されているだけである（表5，田－ 9）。今後の

開発がまたれる。

( 4) 学習活動と学習教材について

項目N 「視覚障害者向けに学習活動を実施している」

のは、自然系では仙台市科学館、ミュージアムパーク茨

城県自然博物館、東京都児童館、松本市科学館、新潟県

立自然科学館と龍河洞博物館の6館である（表6,N）。

また、「視覚障害者向けの学習活動を過去に実施した
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表6.学習活動・学習教材について

lま し、 し、 し、 え 検討中 実施済 その他

町 自然系 6 ( 3. 3%) 153 (84. 1%) 1 1 1 1 
戸寸斗二-4 

習 人文系 0 ( 0. 0%) 144 (92. 3%) 5 6 
活
動 全体 6 ( 1. 8%) 297 (87. 9%) 1 6 1 7 2 

v 自然系 11 ( 6.0%) 165 (90. 7%) 6 。。
てA斗十-4 

習 人文系 6 ( 3.8%) 141 (90. 4%〕 6 2 
教
材 全体 17 ( 5. 0%) 306 (90.5%) 1 2 2 

ことがある」のは、当館を含む11館園で、栃木県立博物

館、板橋区立熱帯環境植物園、東京都高尾自然科学博物

館、観音崎自然博物館、川崎市青少年科学館、岐車県博

物館、名古屋市科学館、鳥羽水族館、伊丹市昆虫舘、太

地町立くじら博物館である。

仙台市科学館では、ホタテガイやサメ歯の化石と現世

の標本を比較教材にして視覚障害者への学習活動を行っ

ており、茨城県自然、博物館では、盲学校へ資料を持って

いく移動博物館を実施している。逆に、栃木県立博物館

をはじめ実施したことがある、または実施している館園

のほとんどは、盲学校が博物館を利用した際に博物館資

料を用意して説明を行う形をとっている。東京都児童館

では、子ども向けの点字講習会なども実施している。

今回のアンケート結果の中には、視覚障害者向けの野

外での自然観察会や学習活動の例は見られない。からだ

の不自由な人との自然観察の実際については、「ネイチ

ヤー ・フィーリングーからだの不自由な人たちとの自然、

観察」 （日本自然保護協会， 1988）や「三瓶フィールド

ミュージアムにおけるネイチャー・フィーリング から

だの不自由な人たちとの自然観察J（三瓶フィールドミ
ユージアム財団， 1995）等で報告されている。今後は野

外での活動事例も少しづっ報告されるであろう。

また、今回のアンケート結果には、学習活動を実施し

ている人文系博物館園の事例はない。過去に実施したこ

とがあると回答を得たのは、旭川市博物館、川越市立博

物館、浜松市博物館、倉吉博物館、西条市立郷土博物館

の5館である。盲学校が見学の際に協力して、土器や石

器などの触れても構わない資料を用意したり、銅鐸を鳴

らして音を楽しむなどの例が報告されている。

項目 V 「視覚障害者向けに学習教材を用意している」

館園（表6, V）は、自然系ではミュージアムパーク茨

城県自然博物館、国立科学博物館、たばこと塩の博物館、

観音崎自然博物館、江ノ島水族館、上越市立水族博物館、

のと海洋ふれあいセンタ一、鳥羽水族館、和歌山県立自

然博物館、南方熊楠記念館、太地町立くじら博物館の11

館である。

人文系では函館市立函館博物館、北海道開拓記念館、

栃木県立博物館、川越市立博物館、東京都江戸東京博物

館、和歌山県立紀伊風土記のEの6館である。

自然系博物館園で用意している教材は、実物資料とし

て、アンモナイトや恐竜の化石、関石、岩石、鉱物、貝

類などの標本のほか、小動物の剥裂やアシカの剥製、ク

ジラの骨格標本、イルカの頭骨などである。また、動物

や鳥の鳴き声のテープ、植物の匂いの出る装置、タッチ

プールなどでの生きた生物など様々な資料がある。館閣

によっては、恐竜のように大きなものは縮小模型を、見

虫や木の実などは拡大模型をともに揃えている。

神奈川県立生命の星・地球博物館で行った座談会で、

筑波大学附属盲学校の鳥山教諭は、盲学校の学習教材と

しては、剥製より骨格標本の方が効果があることを指摘

している。剥製はしっかり物が詰めである感触で、生き

た物と見た目は同じでも盲学校の生徒には違う感触だと

話している。そしてその学習活動の実際を「モンキー」

(237）の中で、 「骨格標本を利用した盲学校の生物の授
業」として記述している。

人文系博物館園においては、石器や土器などの考古資

料、衣類や藁製品などの民俗資料のほか、複製資料とし

て仏像や縄文時代の狩猟道具、銅鐸や銅剣などが準備さ

れている。

この他、視覚障害者へ向けた講演会や講座を開催する

際の便利な教材として、ゴム板の上でボールペンなどで

図を書くと、その部分が浮き上がる特殊なシート（レー

ズライターとよばれている）や立イ本コピーなどがある。

( 5) その他

アンケート項目 VIの「視覚障害者の利用や学習活動

の際に考慮している点」として、利用する学校との綿密

な打合せや連絡、利用上の安全性や危険防止（例として、

カモシカの角の先にキャップをかぶせるなど）、入館料

の免除や減免などが挙げられている。

特筆すべきこととして、 「第7回指定都市科学館連絡

会議Jが札幌市青少年科学館で開催され (1997. 7. 10）、
北九州市青少年科学館から「障害者に対する施設・設備

の設置および解説等について」の提案がなされた、とい

う話を札幌市青少年科学館への視察の際に伺った。

また、前記のミュージアムパーク茨城県自然博物館で

は障害者週間にちなみ、視覚障害者向けの特別展示や体

験学習、盲学校での移動博物館などを実施している。一

般に 「障害者の日」（12月9日）や障害者週間（12月3

日～ 9日）の認識が少ない中で、障害者に配慮している
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博物館の積極的な取組みがみえる。

千葉県博物館職員研修会(1997.12. 18.千葉県教育委員

会主催）でも、「博物館における障害者の利用」の講演

と 「外国における障害者の利用Jおよび「盲学校におけ
る博物館利用」の事例が発表されたとのことである。

熊本県立大学生活環境学科村上研究室では、「博物館

における視覚・聴覚障害者に対する配慮に関する調査」

を実施した（1997. 11）。結果報告が期待される。

以上のことなどから、現在、博物館固における障害者

の利用について大きな関心が向けられ、今後、博物館固

としての対応が積極的に図られていくように思える。

2.神奈川県立生命の星・地球博物館での視覚障害者へ

の対応の現状と今後の課題

( 1) 神奈川県立生命の星・地球博物館での視覚障害者

への対応の現状

神奈川県立生命の星 ・地球博物館では、触れる展示の

採用や音声ガイドの準備、また、 「点字サイエンス」（vol.

176）や毎日新聞社発行の「点字毎日」（no.3832, 1997年3

月16日発行）あるいは視覚障害者団体の会報誌なとεへの

広報活動の協力により、視覚障害者の来館も多く、 全国

の視覚障害者の方々にも当館の存在が知られつつある。

しかし、視覚障害者が利用しやすい博物館を考えた時に

は、なお改善を要する部分がある。

ア．誘導について

敷地から玄関へ用いられている誘導用ブロックは、線

の短い4本のものである。地下駐車場から地下の入り口

までは6本のものが、外のエレベータからレストンへは

8本のものが使われている。建築デザインとの関係で、

いずれも敷設タイルと同色の線の短いものが用いられて

いるが、弱視の方には見えくいとのことである。また、

玄関の二重扉の近くからエントランスホールへかけての

床には、銀色の誘導表示が設置されているが、扉内から

4本線のものが5本線に代わる （図16）。

全盲の方からは誘導用ブロックは線の短いものや小判

型の小さいブロックが互い違いになっているもの、弱視

の方からは敷設タイルと同色または同系色のものは判り

にくく、 黄色の直線のものが良いとの意見がある。

障害者への誘導や案内は、できるだけ職員が対応する

よう心がけているが、入口の総合案内カウンターが展示

室の方を正面にしているため、来館者に背中を向けた形

になり（図17）、障害者の方が来られたことに気イ寸きに

くいのが現状である。

イ．展示や点字による展示解説等について

高齢者や弱視の方から、「展示室の照明が暗いjと、

車イス利用者からは、「展示された標本の下側（裏側）

しか見えないところがある」、「エントランスホールのエ

レベータや障害者用トイレが狭い」なとの意見が寄せら

れている。これらは、設計の段階で考慮されることが望

ましいと思われる。

点字による展示解説パネルは、各展示室の入口に設置

されているが、 展示概要と平面図の解説板の同面に同様

K. Okuno 
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図16.神奈川県立生命の星 地球博
物館の誘導表示の例

図17.神奈川県立生命の星 地球博物館の総合案内

カウンター （手前が入口である）

に仕上げられたため、エレベータなどに付けられている

ものに比べ点字の凹凸が薄くなっている。そのため、 一

宇一字確かめながら読むようになって しまう。点字はあ

る程度の早さで追わないと、 意味が理解しにくいとのこ

とであり、もっと凹凸のはっきりした読みとり易いもの

に改善する必要があり、解説板の高さについても再検討

の余地がある（図18）。

ウ．音声ガイドについて

当館の音声ガイド（図19）は、携帯電話を少し大きく

したイヤホン型で、開館2周年を記念して製作したもの

である。ガイド番号の案内板は三角型に して、表側にガ

イド番号を記し、 裏側に点字シールを貼るようにした。

開館後に計画したので、ガイド番号の位置が展示物によ

り様々である（図20・21）。また、展示室入口で機器を

貸し出す方法のため、視覚障害者だけでは扱いにくいこ

とが難点である。誘導面も含めて検討する必要がある。

このガイドは、エントランスホールにあるシンボル展

示から地球及び生命展示室にかけて、 13の展示物を漬田

隆士館長と女性アナンサーとの会話型 （質問形式）で、

案内 解説している。一方的なガイドではな く、親しみ

やすく聞きやすいため一般の来館者にも好評である。こ

のガイドは展示物の前だけではなく、館内のどこへでも

移動できるため、ミュージアムライブラリ ーやレストラ
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図19.神奈川県立生命の星・地球陣物館の音声ガイド

よニニニ~語艶』ぶ

図20.神奈川県立生命の星 地球博物館の音声ガイド
番号表示（最古の岩石展示）

ンでゆっくり 聞いている姿も見られる。

この音声ガイ ドの完成に合わせて視覚障害者とその家

族および盲学校の先生と生徒を対象に、音声ガイ ドを実

際に展示室で使いながら学習活動を実施した（図22）。

また、視覚障害者の対応は、 音声ガイドを用いて職員が

行っている。実物に触れて感動している棟子 （図23）、

恐竜の骨格標本 （複製）の関節や骨格のっくりに興味と

関心を示す姿 （図24）を見ると、今後もその一つ一つの

学習を支援していきたいものと強く感じる。

( 2) 神奈川県立生命の星・地球博物館の今後の課題と

取り組み

神奈川県立生命の星・地球博物館のかかえる課題とし

ては、最寄りの箱根登山鉄道入生田駅からの道路の安全

性や誘導ブロックの改善、館内での休憩・食事場所の確

保、介護や誘導のためのボランティア等の協力や養成、

図21.神奈川県立生命の星 地球博物館の音声ガイド

番号表示（アンモナイトの壁）

図23.神奈川県立生命の星 地球博物館の地球展示の
実物に触れる

図24.神奈川県立生命の星 ・地球博物館の生命展示の

恐竜の骨格標本に触れる
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点字解説パネルの設置や点字解説書の作成、学習教材の

開発などがある。

一方、 1998（平成10）年3月の開館三周年に向けて、

「ユニバーサル ・ミュージアムをめざして一視覚障害者

と博物館－Jをテーマに、シンポジウムの開催、三周年
記念論集『開かれた博物館をめざして～博物館における

バリアフリー～』（仮題）の刊行など、いろいろな取組

みを進めている。

また、文部省生涯学習局の科学系博物館活用ネットワ

ーク推進事業のーっとしても、 「誰にもやさしい博物館

活動 バリアフリ計画一」をテーマに3年計画のl年目

として、とくに 「神奈川展示室の音声ガイドJの製作や
視覚障害者との交流会などを予定し、検討を重ねながら

準備している。

V. おわりに

視覚障害者の方々は、博物館園の資料に触れ、点字解

説書や音声ガイドなどを利用しながら、さらに多くの情

報を得て、 知識を深めるよう努力されている。実際に館

園側で点字解説書や音声ガイド、学習教材などを用意し

ている所は少ない。しかし、各々の館園では様々な方策

を検討しながら、視覚障害者がいつでも利用できるよう

な準備体制を整えつつある。逆に視覚障害者の方や盲学

校、視覚障害者の団体等にその利用方法などの情報が伝

わっているかどうか、博物館園に情報伝達の手段として

具体的に何を求めているのか知りたいところでもある。

また、博物館園の多くは、職員をはじめ案内員 ・解説

員、ボランティア等の“人対応”により、館圏内を誘導

できる態勢にもなっている。むしろ博物館固までのアク

セスが問題であり、これは社会全体の問題になってしま

うので、ここでは博物館園側の対応の一層の充実を期待

したい。

今回の訪問調査では、博物館園の中にはせっかく誘導

用ブロックが敷設されているにもかかわらず、 その側に

案内表示板やチラシの棚が置いであり、視覚障害者や車

イスの邪魔になる光景が見られた。私たち健常者が、管

理する側が、指導者が、視覚障害者の方の利用について、

もう一度、 「誘導用ブロ ックが何のためにあるのかjを

再確認し、万が一少しでも不都合な箇所があるとすれば、

適切な対策を講じる必要がある。

博物館圏全体の課題として職員の不足や体制の不備、

財政的な問題、一般の方の理解不足、管理運営の意識改

革など様々であり 、今後、別な場での議論や検討の必要

を感じる。

博物館は、生涯学習のための開かれた機関として「障

害者のためにjではなく、「あらゆる人にj優しい博物

館として、“さりげない配慮”に心がける必要がある。

博物館を訪れるすべての人の新たな発見・感動の場と

なる魅力ある博物館であることを目指して、「実物に触

れることのできる博物館」、「いろいろな感覚を使うこと

のできる博物館」、「体験 ・体感できる展示が一つでも多

くとり入れられた博物館」であるよう期待しながら今後、

さらにこの研究を拡充していきたい。

今回のアンケート調査および現地訪問調査を実施した

際に、各地の博物館園の皆様にはお忙しいなか、ご協力

いただいたうえに、いろいろな情報、貴重な資料を提供

くださったことに対して厚くお礼申しあげる。

本稿をまとめるにあたり、筑波大学附属盲学校の鳥山

由子教諭には多大なご教示を賜り、自の不自由な人の立

場から、嘉悦女子短期大学の生井良一教授、 横浜市立中

央図書館の川上正信氏、東京都日野市立中央図書館の中

山玲子氏より、貴重な意見 －要望をいただいた。末筆な

がら記して感謝の意を表したい。

当館の漬田隆士館長には、博物館学をはじめ広い範囲

にわたってご指導を賜り厚くお礼申しあげる。

また、アンケートや資料の整理に、博物館ボランテイ

アの佐渡友陽一氏、永野文子氏、横溝吉香氏にも協力を

いただき、改めてお札申しあげる。

なお、 1997（平成9）年7月31日に当館で開催した座

談会記録 「目の不自由な人のための博物館のありかたを

求めて」 （奥野， 1998）を、ともに参考にしていただけ

れば幸いである。
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